
1 

 

 

令和 3年度第 4回北広島市市民参加推進会議（書面開催） 会議録 

集約期間 令和 4年 2月 8日（火）から令和 4年 2月 21 日（月） 

意見書の提出期日 令和 4年 2月 21 日（月） 

出
席
者 

委員 

（5名） 
青山委員、橋本委員、林委員、松中委員、高橋委員 

事 務 局 山田課長、畠山主任、兼田主事 

会議次第 

 

協議事項 

(1) 市民参加に関する提案書（案）について 

配布資料 
・会議次第 

・市民参加に関する提案書（案） 
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協議事項（１）市民参加に関する提案書（案）について 

【配布資料により事務局から説明】 

 

【委員の皆さまからの意見】 

 

≪目指す方向性 ①市民参加への意識高揚について≫ 

（A 委員） 

市民参加に関心のある市民が少なく、情報発信してもそもそも無関心なので、改善が必要である 

という課題について 

⇒パブリックコメントに回答しやすい工夫、子どもに向けた情報発信など今後に向けて提案が 

示されているので評価できる。 

 

（B 委員） 

北広島市はボールパークの話題が多く聞かれ、日本中がどんな場所にあり、どんな建物、どんな 

催しがなされるか見つめられている。 

意識した目・耳・口の三点を考えたアピール、小さな一言を大切に受ける方策が必要になります。 

１、年代別で何が一番欲しいのか 

２、市の観光スポットには何があるのか 

３、衣食住に関した駅周りのまちづくり 

４、市のマスコットやマスコットマークを催しの時に提供 

５、市全体のバランスを発表する機会を設定する 

 

（C 委員） 

行政側が行うことは、実施する施策の方向、内容、結果の透明化であり、特にネガティブな情報 

こそが市民が関心を持つと思われる。 

計画どおり進んでいることや耳障りの良い情報にはあまり興味を示さないと思います。 

事なかれ主義では市民は関心を示さない。 

 

≪目指す方向性 ②効果的な情報発信について≫ 

（A 委員） 

高齢者や若者など情報の入手方法に違いがあるので（課題）、周知スペースによる情報発信、ＳＮ 

Ｓ・ＨＰによる情報発信など多様な方法で市民の目に触れる機会を増やす取り組みは評価できる。 

ＩＣＴを活用し、効果的な情報発信する提案なので評価できる。 

 

（B 委員） 

現在実施されているＳＮＳ・広報誌・ＨＰ・新聞・テレビによる情報発信、速いキャッチボール 

の出来るシステムが要望されます。 

■会議録 
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（C 委員） 

情報発信の一例としては、近隣や同規模都市との行政サービス比較の発信。 

例）①ふるさと納税の収入・流出額 

  ②健康保険料・水道料等の行政サービス料金 

  ③市民 1 人当たりの市職員給与の負担額 

関心を示す情報としては寝た子を起こすような情報発信も良いと思う。 

 

（D 委員） 

コンビニ・スーパー・駅などに掲示する。 

 

≪目指す方向性 ③実効性のある市民参加手続きについて≫ 

（A 委員） 

高齢者や若者など情報の入手方法や回答には違いがあるので、今後に向けての提案は多様性があ 

り評価できる。 

 

（B 委員） 

市民参加の手続きは簡単明瞭な文で語句的な方法表現でもいいのではないか。（性別・年齢） 

生活向上と便利さあり住んでみたいと思う魅力のある市を目指します。 

 

（C 委員） 

いかに多くの市民から広く意見を求めることも大切であるが、ネガティブな情報を発信し寝た子 

を起こせば自ずと市民は騒ぐ。 

高レベル核廃棄物問題も良い悪いは別として、一例だろう。 

また市民の意見収集としては、市議会議員の役割が大きいと思う。議員ごとに市民からどのよう 

な意見をどれだけ収集したかを公表するなど仕組みづくりも必要と思います。 

 

（D 委員） 

HP で提出用紙がダウンロードできるような仕組みづくり。 


